
              やまぶき 第６３号 

 

 1 / 4 

 

 

信
州
善
光
寺
近
辺
の
算
額
見
学(

二) 
 三

、
鬼
無
里
の
薫
り
高
い
文
化 

 

鬼
無
里

き

な

さ

は
善
光
寺
か
ら
西
へ
約
20
㎞
の
距
離
。
道

は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
な
り
山
の
中
に
入
る

感
じ
が
し
ま
し
た
。
そ
こ
の
「
ふ
る
さ
と
資
料
館
」

の
寺
島
宗
伴
の
展
示
内
容
は
勿
論
で
す
が
、
そ
の
他

の
展
示
を
見
る
と
、
鬼
無
里
は
文
化
の
薫
り
高
さ
を

感
じ
さ
せ
る
土
地
で
し
た
。
特
に
「
透
か
し
彫
り
」

な
ど
華
麗
な
技
術
が
駆
使
さ
れ
た
屋
台
（
山
車
）
の

展
示
は
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
資
料
館
の
方
に
も
少

し
伺
い
ま
し
た
が
、
戸
隠
な
ど
に
行
く
交
通
の
要
所

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
地
図
を
改
め
て
み
る
と
そ
の

事
が
理
解
で
き
ま
す
。
村
の
経
済
の
中
心
だ
っ
た

麻
・
疊
糸
・
炭
焼
き
な
ど
が
薫
り
高
い
文
化
を
支
え

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

四
、
鬼
無
里
の
寺
島
宗
伴 

 
鬼
無
里
の
ふ
る
さ
と
資
料
館
の
「
寺
島
宗
伴
」
の

展
示
は
大
き
な
部
屋
を
占
有
し
て
い
ま
し
た
。
郷
土

博
物
館
な
ど
で
、
一
人
の
和
算
家
に
焦
点
を
あ
て
て

こ
れ
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
展
示
し
て
い
る

例
を
他
に
知
り
ま
せ
ん
。
展
示
内
容
は
和
算
に
つ
い

て
本
格
的
な
も
の
で
し
た
。資
料
館
で
入
手
し
た『
和

算
家 

寺
島
宗
軒 

鬼
無
里
が
生
ん
だ
偉
大
な
師
匠
』
を

も
と
に
概
略
を
述
べ
ま
す
。 

 

寺
島
数
右
衛
文
宗
伴
（
寛
政
六
年(

一
七
九
四)

～

明
治
十
七
年(

一
八
八
四)

）
は
上
水
内

か
み
み
の
ち

郡
鬼
無
里
村 

萇

畑

え
ら
ば
た
け

の
人
。
号
は
北
明
。
は
じ
め
別
家
の
寺
島
半

右
衛
門
陳
玄

の
ぶ
は
る

か
ら
宮
城
流
を
学
び
、
文
化
十
三
年

(

22
歳)

に
免
状
を
受
け
る
。
ま
た
、
文
政
十
年(
33
歳)

に
松
代
の
町
田
源
左
衛
門
正
記
よ
り
最
上
流
免
状
を

受
け
る
。
天
保
十
年(

46
歳)

門
人
が
鬼
無
里
の
松
巌

寺
に
算
額
を
奉
納
。
安
政
二
年(

61
歳)

門
人
等
が
算

子
塚
を
建
て
る
。
慶
応
二
年(

72
歳)

門
人
五
輪
塔
を

建
て
る
。
明
治
十
七
年(

90
歳)

没
す
。 

 

宗
伴
は
多
く
の
門
人
を
育
て
た
教
育
者
で
、
そ
れ

は
和
算
だ
け
で
な
く
生
け
花
・
折
紙
な
ど
に
も
及
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
和
算
に
つ
い
て
多
く
の
書
物
を
著

し
て
い
ま
す
。
主
な
書
を
挙
げ
ま
す
。 

『
神
壁
算
法
記
』（
天
保
十
四
年(

50
歳)

）
諸
方
の
算

額
な
ど
を
写
し
集
め
た
（「
神
壁
算
法
」
に
因
む
か
？
） 

『
算
法
求
積
極
伝
』（
安
政
四
年(

64
歳)

）
無
限
級
数

の
和
の
極
限
を
求
め
る
問
題
な
ど
（
積
分
の
こ
と
か
） 

『
算
法
用
学
精
』（
文
久
二
年(

69
歳)

）
法
道
寺
善
の

算
変
法
の
勉
強 

『
冪
乗
式
算
題
術
起
源
』（
元
治
元
年(

71
歳)

）
高
次

方
程
式
を
十
露
盤
で
解
く
算
法 

『
開
式
綴
術
真
法
』（
慶
応
二
年(

73
歳)

）
十
露
盤
で

で
き
る
方
程
式
解
法
（
遂
近
似
法
） 

『
算
法
天
元
算
題
花
』（
明
治
元
年(

75
歳)

）
全
六
篇

で
初
篇
か
ら
五
篇
ま
で
は
上
中
下
の
三
巻
構
成
で
最

上
流
の
数
理
。 

 

宗
伴
の
著
作
は
ほ
と
ん
ど
50
歳
以
後
の
研
究
で
、

高
次
方
程
式
の
解
法
や
変
形
法
は
70
歳
を
越
え
て

か
ら
で
し
た
。
ま
た
、
80
歳
を
越
え
て
洋
算
に
関
心

を
示
し
た
り
、
教
育
用
の
数
学
書
を
作
っ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。 

 

Ｈ
Ｐ
「
和
算
の
舘
」
に
あ
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
『
和
算
家 

北
明 

寺
島
宗
伴
』
に
は
次
の
よ
う
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に
あ
り
ま
す
。 

 
宗
伴
と
師
の
陳
玄
（
叔
父
）
は
山
村
辺
陬
の
地
・
旧

鬼
無
里
村
の
萇
畑
に
生
ま
れ
て
い
る
。
彼
の
家
は
鬼

無
里
・
戸
隠
街
道
が
ら
坂
道
を
登
り
、
地
理
学
者
が

感
嘆
す
る
戸
隠
連
峰
の
西
岳
が
庭
前
の
青
空
に
聳 

え
る
高
地
で
あ
る
。
富
裕
な
家
庭
で
叔
父
か
ら
宮
城

流
を
授
か
り
、
松
代
城
下
へ
遊
学
し
て
最
上
流
の
免

許
を
得
て
二
流
に
通
じ
る
人
で
あ
っ
た
。 

彼
が
書
き

遺
し
た
和
算
研
究
の
文
書
は
、
現
在
長
野
市
立
博
物

館
鬼
無
里
分
館
ふ
る
さ
と
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い

て
一
八
〇
占
余
の
研
究
書
が
あ
る
。
彼
が
教
授
し
た

教
育
者
と
し
て
の
活
動
は
各
地
に
語
り
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
自
宅
で
の
開
塾
は
通
学
が
不
便
の
た
め
、

出
張
教
授
の
遊
歴
帥
匠
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

自
筆
の
『
門
弟
集
』
を
み
る
と
、
門
人
が
一
一
六
一

人
あ
っ
て
、
北
信
が
最
も
多
い
が
、
中
信
・
南
信
に

拡
が
り
、
隣
国
越
後
の
糸
魚
川
に
及
ん
で
い
る
。
そ

の
う
ち
、
生
地
の
谷
合
・
旧
鬼
無
里
村
と
日
影
村
の

和
算
の
門
人
は
五
四
四
人
あ
り
、
村
の
若
者
の
た
め

に
折
方
・
活
け
花
・
礼
法
・
家
相
な
ど
を
教
授
じ
た

門
人
が
三
二
〇
人
あ
る
と
い
う
。
諸
芸
に
も
通
じ
た

教
養
の
広
い
人
で
あ
っ
た
。九
〇
歳
の
生
涯
の
う
ち
、

七
四
年
間
の
教
授
歴
を
も
っ
て
い
る
。
門
下
生
が
社

寺
へ
奉
納
し
た
算
額
が
多
く
あ
っ
て
、
こ
れ
が
教
育

の
実
績
を
示
す
成
績
品
で
あ
り
、
貴
重
な
遺
物
と
な

っ
て
い
る
。
村
内
に
は
、
門
弟
中
の
建
立
亡
た
算
子

塚
が
あ
り
、
菩
提
寺
の
松
巌
寺
に
は
師
の
菩
提
を
弔

う
五
輪
塔
が
、
門
下
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
る
。

寺
島
宗
伴
は
、
鄙
に
は
稀
な
数
学
者
と
し
て
、
才
気

に
富
む
学
者
で
あ
り
、
熱
心
な
教
育
家
で
あ
っ
た
。 

  

五
輪
塔
の
背
面
に
は
、「
世
の
中
に
残
し
置
た
る
言

の
葉
を 

老
い
の

か
た
み
と
見
舞

み

む

人

も
が
な 

七
十
三

歳
翁 

北
明
」
と

あ
り
ま
す
。な
お
、

資
料
館
に
は
辞
世

と
し
て
こ
の
掛
軸

が
展
示
し
て
あ
り
、

訳
と
し
て
「
私
が

世
の
中
に
著
し
残

し
て
き
た

文
章
（
研

究
な
ど
）

を
年
寄
の

形
見
と
し

て
思
い
出

し
て
く
れ

た
ら
い
い

な
あ
」
と

あ
り
ま
し

た
。 

  

五
、
寺
島
宗
伴
の
算
術 

 

先
の
『
算
法
用
学
精
』『
算

法
天
元
算
題
花
』
や
、『
算
法

隔
日
記
』『
算
法
続
浅
問
答
』

『
常
用
算
記
録
』な
ど
は「
門

人
の
た
め
の
教
科
書
」
と
あ

り
ま
す
が
、
可
な
り
高
度
な

内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
『
神
壁
算
法
記
』
に
は
難

し
い
内
容
の
算
額
が
収
容
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、『
神
壁

算
法
記
』は
藤
田
貞
資
の『
神

壁
算
法
』
に
因
ん
だ
名
称
の

よ
う
で
す
。 

 

こ
こ
で
は
具
体
例
と
し
て
、

鬼
無
里
の
松
巌
寺
観
音
堂
に

天
保
十
年
二
月
に
奉
納
さ
れ

た
算
額
（
下
の
写
真
）
の
内
容

を
見
て
み
た
い
。
こ
の
算
額

は
宗
伴
門
人
六
人
に
よ
る
も

の
で
、
宗
伴
の
前
文
の
あ
と

に
六
問
あ
り
ま
す
。
参
考
文

献(

２)(

３)

か
ら
引
用
し
て

算
額
文
章
と
問
文
と
術
文
の

概
略
を
以
下
に
示
し
ま
す
。 

天保 10年の算額（参考文献(2)より） 

五輪塔のある風景 五輪塔背面の辞世 
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一
問
目
は
図
形
の
な
い
利
息
に
関
す
る
問
題
。
銀

六
十
匁
を
数
人
に
等
分
し
て
三
年
間
貸
し
た
ら
元
利

合
計
が
105
匁
１
分
２
厘
に
な
っ
た
。
貸
し
た
人
数
は

何
人
か
。
但
し
、
各
人
に
対
す
る
年
利
率
の
差
は
一

割
で
、
全
員
の
年
利
率
の
合
計
は
六
割
で
、
年
毎
の

複
利
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
意
外
と
難
し
い
。
術

文
内
容
を
式
１
に
示
し
ま
す
。 

 

二
問
目
は
図
の
よ
う
に
甲
乙
丙
乾
坤
の
円
は
外
円

の
二
本
の
斜(

円
の
弦)

に
接
し
て
い
る
。
ま
た
乙
円

は
甲
丙
円
と
外
接
し
、
甲
丙
乾
坤
円
は
外
円
に
内
接

し
て
い
る
。
乾
円
の
径
が
６
寸
２
分
５
厘
、
坤
円
の

径
が
４
寸
の
と
き
乙
円
径
は
幾
つ
か
、
と
い
う
も
の

で
、
術
文
は
式
２
の
よ
う
に
単
純
な
も
の
で
す
。 

 

 

三
問
目
は
図
の
よ
う
に
二
個
の
甲
円
が
交
わ
り
外

円
に
接
し
て
い
る
。
四
個
の
等
円
は
外
円
、
甲
円
に

内
外
接
し
て
い
る
。
甲
円
径
が
69
寸
、
等
円
径
が
23

寸
の
と
き
外
円
径
は
幾
つ
か
、
と
い
う
も
の
で
術
文

は
式
３
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

  

四
問
目
は
図
の
よ
う
に
円
内
に
三
斜(

一
般
三
角

形)

が
内
接
し
、
三
斜
の
中
に
乙
・

丁
・
戊
・
己･･･

が
隣
の
円
と
外
接
し
、

三
斜
に
接
し
て
い
る
。
ま
た
、
甲
円

と
丙
円
は
外
円
に
内
接
し
、
三
斜
の

辺
の
中
点
で
接
し
て
い
る
。
甲
乙
丙

円
径
が
そ
れ
ぞ
れ
９
寸
、
８
寸
、
４

寸
の
と
き
、丁
戊
己･･･

の
径
は
幾
つ

か
、
と
い
う
も
の
で
術
文
は
式
４
の

よ
う
な
も
の
で
す
。 

             

 甲 = X＋0.6 、乙 = 4 ×甲
4
 

 A = {(甲X2 −甲)X2 × 0.12 +乙} × 60 

 B = X3 × 105.12 × 4 

 A = Bとして、Xについて四乗方(5次方程式) 

 を解くことになる。5次方程式は以下のよう 

 になる。 

5X5 + 3X4 − 1509X3 + 3597X2+ 2160X 
  + 432 = 0 

 ∴ (X − 3)(5X4 + 18X3 − 1455X2 − 768X
− 144) = 0 

 ∴ X = 3 

         （式１） 

 求める人数を Xとする。 
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五
問
目
は
図
の
よ
う
に
鈎
股
（
直
角
三
角
形
）

内
に
斜
（
斜
辺
の
一
方
の
頂
点
か
ら
対
辺
に
引
い
た
線
分
）

を
隔
て
て
等
円
が
そ
れ
ぞ
れ
の
三
角
形
に
内
接

し
て
い
る
。
鈎
と
弦
の
和
を
Ａ
と
し
て
、
等
円

の
直
径
が
極
大
に
な
る
と
き
の
股
の
長
さ
を
Ａ

で
表
せ
。
但
し
等
円
の
個
数
が
２
個
、
３
個･･･

の
場
合
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
求
め
よ
、
と
い
う

も
の
。
術
は
式
５
の
よ
う
に
大
変
面
白
い
形
と

な
る
よ
う
で
す
。 

  

六
問
目
は
図
の
よ
う
に
外
円
に
正
三
角
形
が

内
接
し
、
甲
円
は
２
本
の
斜
に
図
の
よ
う
に
接

し
て
い
る
。
ま
た
、
乙
円
は
互
い
に
外
接
し
、

三
角
形
に
外
接
、
外
円
に
内
接
し
て
い
る
。
甲

円
径
を
乙
円
径
で
表
せ
、
と
い
う
も
の
。
術
文

は
式
６
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

  

以
上
六
問
は
何
れ
も
結
構
な
難
問
で
す
。 

参
考
文
献 

(

１)

赤
羽
千
鶴
『
和
算
家 

寺
島
宗
軒 

鬼
無
里
が
生
ん
だ
偉

大
な
師
匠
』（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
鬼
無
里
の
歴
史
と
風
土
１
） 

(

２) 

中
村
信
弥
『
和
算
家 

北
明 

寺
島
宗
伴
』（
Ｈ
Ｐ
「
和

算
の
舘
」
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
） 

(

３) 

中
村
信
弥
『
長
野
県
現
存
算
額
集
大
成 

絵
馬 

算
額

へ
の
招
待
』（
Ｈ
Ｐ
「
和
算
の
舘
」
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
） 

 

（
続
き
は
、
次
号
で
木
島
平
村
の
和
算 

に
つ
い
て
述
べ
る
予
定
で
す
） 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

鬼
無
里
の
ふ

る
さ
と
資
料
館
の

「
寺
島
宗
伴
」
の

展
示
は
立
派
な
も

の
で
し
た
。
あ
の

よ
う
な
田
舎
の
場

所
と
い
う
と
失
礼

で
す
が
、
突
然
高

尚
な
文
化
が
現
れ
た
想
い
で
し
た
。
宗
伴
を
知
る
に

つ
け
、
取
組
ん
だ
内
容
の
幅
広
さ
と
奥
深
さ
、
そ
れ

に
子
弟
の
養
成
な
ど
の
実
績
に
感
じ
入
り
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
有
意
義
な
訪
問
が
出
来
ま
し
た
。 

本
誌
に
書
い
た
こ
と
は
、
宗
伴
に
つ
い
て
ほ
ん
の

一
部
の
こ
と
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
宗

伴
を
知
っ
た
こ
と
を
残
し
て
お
き
た
い
と
思
い
本
誌

を
書
き
ま
し
た
。 

 天 = 2 ×三角中鈎率、甲円径=
天+ 2

天+方斜率
 

 三角中鈎率 =
√3

2
、方斜率 = √2  

         （式６）  

 等円が 2個：二等円率 =
32

22
、股 =

A

二等円率
 

 等円が 3個：三等円率 =
43

33
、股 =

A

三等円率
 

 等円が 4個：四等円率 =
54

44
、股 =

A

四等円率
 

         （式５）  

乙径= 乾径×坤径 

  （式２） 

 子=4 甲径×等径、丑=
子−乙径

子＋乙径
 

 丁円径 =乙円径×丑、 

 戊円径 =丁円径×丑、 

      （式４） 
  

 己円径 =戊円径×丑 

 天= 3(甲径×等径)＋等径 

 外円径 =
(2天＋甲径)

2

2天
2
−甲径

2 ×等径 

      （式３） 
  

    宗伴胸像 


